
健康を考えるセルフメディケーション
　
少
子
高
齢
化
に
伴
う
医
療
費
の
高
騰
へ
の
対
策
と
し
て
、
政

府
は
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
推
奨
し
て
い
る
。
自
分
で

自
分
の
健
康
を
管
理
し
、
未
然
に
病
を
防
ぐ
。
セ
ル
フ
メ
デ
ィ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
必
要
性
を
普
及
さ
せ
る
べ
く
、
学
会
、
協
会
、

企
業
は
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

　漢方薬の ％に使用される薬用植物

「甘草」を巡り、国内メーカーが栽培

技術の確立に取り組んでいる。甘草の

根はグリチルリチンという成分を含有

し、甘味成分や痛み止め、界面活性作

用などさまざまな効能を持つ。しか

し、その供給源はほとんどが中国で、

中央北西部に自生する野生品を採取し

ているため、採取制限や資源の枯渇が

懸念されている。このため国内での生

産体制を確立し、海外への供給も含め

たビジネスモデルを模索している。効

率的な生薬の栽培が未来の漢方薬市場

を照らす。

海
外
へ
の
供
給
も
含
め
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
模
索

トレーサビリティー、計画的な生産に有効

甘
草
の
人
工
栽
培
に
期
待

漢方薬

楽しんで学べる機会を参加・体験型イベント日本医学会

　
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
で
セ
ル
フ

メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
総
合
理

解
を
深
め
る
た
め
、
３
年
前
か
ら

日
本
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
協
会
が
中
心

と
な
っ
て
各
国
の
協
会
に
声
掛
け

を
行
っ
て
き
た
。
そ
し
て
、
２
０

１
０
年

月
に
「
ア
ジ
ア
太
平
洋

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
協
会

Ａ
Ｐ
Ｓ
Ｍ
Ｉ

」
が
設
立
さ
れ

た
。日
本
、中
国
、韓
国
、タ
イ
、台

湾
の
五
つ
の
協
会
と
、
企
業
９
社

が
会
員
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
豪
州

の
協
会
の
参
画
も
進
め
る
。
ま
た

新
鮮
な
意
見
を
取
り
入
れ
る
た

め
、
企
業
会
員
も
増
や
し
て
い

く
。

　
Ａ
Ｐ
Ｓ
Ｍ
Ｉ
は
共
通
問
題
、
地

域
特
有
の
問
題
な
ど
を
取
り
上

げ
、
会
員
が
知
恵
を
働
か
せ
、
意

見
を
出
し
合
い
、
協
力
し
て
解
決

し
て
い
く
活
動
方
針
を
掲
げ
て
い

る
。
そ
し
て
、
健
全
な
一
般
用
医

薬
品

大
衆
薬

産
業
の
発
展
に

つ
な
げ
て
い
く
。

　
現
在
は
そ
れ
ぞ
れ
が
抱
え
る
問

題
を
出
し
合
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
、
国
・
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る

一
般
用
医
薬
品
へ
の
規
制
を
最
適

化
、
国
民
へ
の
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
普
及
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
中
か
ら
２
、
３

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
絞
り
、
今
年

５
月
に
東
京
で
開
か
れ
る
第
１
回

理
事
会
で
承
認
を
受
け
、
本
格
的

な
作
業
を
開
始
す
る
。
そ
し
て
、

年
４
月
の
第
１
回
総
会
で
結
果

報
告
を
行
い
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

継
続
、
ま
た
は
新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
立
ち
上
げ
る
予
定
だ
。

　
成
長
を
続
け
る
ア
ジ
ア
の
一
般

用
医
薬
品
市
場
。
こ
こ
に
は
日
本

に
と
っ
て
大
き
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
が
あ
る
。
Ａ
Ｐ
Ｓ
Ｍ
Ｉ
の
活

動
は
日
本
の
製
薬
会
社
に
と
っ

て
、
ア
ジ
ア
市
場
と
の
掛
け
橋
に

な
る
。

　
日
本
医
学
会
は
国
民
に
健
康
に

つ
い
て
考
え
て
も
ら
う
た
め
、
医

療
情
報
を
発
信
し
て
い
る
。
４
年

に
一
度
開
か
れ
る
日
本
医
学
会
総

会
に
合
わ
せ
、
博
覧
会
・
学
術
展

示
を
開
催
。
今
回
は
４
月
２
日
か

ら

日
ま
で
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ

ト
で
博
覧
会
「
わ
か
ろ
う
医
学
つ

く
ろ
う
！
健
康
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
２
０
１

１
」
を
開
く
。
開
場
時
間
は
２
日

は

―

時
、
３
日
か
ら
は

―

時
、
入
場
無
料
。
来
場
者
は
約

万
人
を
見
込
む
。
会
場
は
「
わ

か
る
」
「
と
り
く
む
」
「
つ
く

る
」
の
３
テ
ー
マ
で
構
成
・
展

開
。
参
加
・
体
験
型
を
取
り
入

れ
、
幅
広
い
年
齢
層
が
楽
し
み
な

が
ら
医
療
を
学
べ
る
よ
う
工
夫
し

て
い
る
。

　
ま
た
プ
レ
開
催
と
し
て
、
東
京

・
上
野
の
国
立
科
学
博
物
館
で
は

医
師
や
医
療
従
事
者
の
人
と
技

の
歴
史
を
た
ど
る
「
歴
史
で
み
る

・
日
本
の
医
師
の
つ
く
り
方
」
、

東
京
・
丸
の
内
の
丸
ビ
ル
で
「
サ

テ
ラ
イ
ト
展
示
」
、
博
覧
会
に
足

を
運
べ
な
い
人
向
け
に
「
ネ
ッ
ト

展
示
」
も
行
う
。
詳
細
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジへ

。

　
三
菱
樹
脂
は
グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
と
共
同
で
、
甘
草
の
人

工
栽
培
技
術
の
研
究
開
発
を
進
め

る
。
グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
中
国
か
ら
輸
入
し
た
甘
草
の
種

子
を
、
三
菱
樹
脂
の
人
工
光
・
閉

鎖
型
苗
生
産
装
置
「
苗
テ
ラ
ス
」

で
苗
に
育
成
す
る
。

　
同
社
で
は
苗
テ
ラ
ス
で
育
て
た

苗
を
そ
の
ま
ま
苗
と
し
て
販
売
し

た
り
、
農
家
に
委
託
し
て
露
地
栽

培
し
て
も
ら
い
、
育
っ
た
も
の
を

再
度
、
同
社
が
買
い
取
り
グ
リ
チ

ル
リ
チ
ン
を
抽
出
・
加
工
し
、
エ

キ
ス
と
し
て
販
売
し
た
り
、
漢
方

薬
の
原
材
料
と
し
て
販
売
す
る
こ

と
を
目
指
す
。
ま
た
甘
草
は
通

常
、
根
が
育
つ
ま
で
に
３
、
４
年

か
か
る
が
、
同
社
で
は
１
年
半
で

収
穫
で
き
る
よ
う
栽
培
期
間
を
短

縮
す
る
。
栽
培
技
術
が
確
立
す
れ

ば
海
外
で
の
生
産
も
可
能
と
な

る
。
土
壌
改
良
や
園
芸
技
術
の
高

度
化
で
、
安
定
し
た
成
分
・
重
量

の
甘
草
の
大
量
生
産
技
術
を
確
立

し
て
い
く
。

　
鹿
島
は
医
薬
基
盤
研
究
所
、
千

葉
大
学
と
共
同
で
甘
草
生
産
シ
ス

テ
ム
を
開
発
し
た
。
特
殊
な
水
耕

栽
培
シ
ス
テ
ム
で
人
工
的
に
大
量

生
産
す
る
技
術
の
実
用
化
に
め
ど

を
つ
け
た
。
現
在
は
大
量
生
産
の

実
験
を
す
る
た
め
の
パ
ー
ト
ナ
ー

を
募
集
中
で
、
製
薬
会
社
や
化
粧

品
、
食
品
会
社
、
地
域
の
産
業
振

興
を
目
指
す
地
方
自
治
体
か
ら
問

い
合
わ
せ
が
き
て
い
る
と
い
う
。

　
こ
れ
ま
で
の
実
験
で
は
、
甘
草

に
と
っ
て
良
い
環
境
の
中
で
、
適

度
な
ス
ト
レ
ス
を
人
工
的
に
与
え

る
こ
と
で
根
の
肥
大
化
に
成
功

し
、
１
年
か
ら
１
年
半
で
の
収
穫

を
可
能
に
し
た
。
生
薬
と
し
て
求

め
ら
れ
る
グ
リ
チ
ル
リ
チ
ン
含
有

量
も
２
・
５
％
を
ク
リ
ア
し
て
い

る
。

　
一
方
で
、
太
陽
光
・
人
工
光
併

用
型
植
物
工
場
と
な
る
た
め
、
設

置
コ
ス
ト
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

が
ネ
ッ
ク
と
な
る
。
こ
の
た
め
安

価
な
実
験
装
置
の
試
作
や
既
存
の

温
室
の
活
用
な
ど
、
コ
ス
ト
削
減

策
に
も
気
を
配
る
。
大
量
生
産
実

験
を
通
じ
て
、
生
育
環
境
条
件
の

最
適
化
、
品
質
の
向
上
、
低
コ
ス

ト
化
に
取
り
組
み
、
２
０
１
３
年

の
実
用
化
を
目
指
す
。

　
ツ
ム
ラ
は
漢
方
生
薬
の
世
界
的

な
需
要
増
加
、
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ

ィ
ー
の
観
点
か
ら
、
国
内
で
の
漢

方
生
薬
の
生
産
拡
大
に
注
力
す

る
。
国
内
で
は
北
海
道
、
岩
手

県
、
群
馬
県
、
和
歌
山
県
、
高
知

県
の
５
拠
点
で
漢
方
生
薬
を
生
産

し
、
原
料
生
薬
の
約

％
を
賄
っ

て
い
る
。
特
に
北
海
道
で
は
夕
張

ツ
ム
ラ
を

年
７
月
に
設
立
し
、

自
社
農
場
で
栽
培
効
率
化
の
研
究

や
種
苗
生
産
を
行
う
だ
け
で
な

く
、
北
海
道
全
域
の
生
薬
を
対
象

に
、
一
次
加
工
と
保
管
を
行
う
。

年

月
に
は
生
薬
加
工
場
、
保

管
倉
庫
が
完
成
し
た
。

　
夕
張
ツ
ム
ラ
は
こ
の
ほ
ど
、
て

み
る
フ
ァ
ー
ム
と
漢
方
生
薬
の
栽

培
に
関
す
る
業
務
委
託
契
約
と
、

漢
方
生
薬
の
栽
培
研
究
で
共
同
研

究
契
約
を
締
結
。
て
み
る
フ
ァ
ー

ム
は
社
会
福
祉
法
人
は
る
に
れ
の

里
が
生
薬
栽
培
を
目
的
に
出
資
し

て
設
立
し
た
農
業
生
産
法
人
で
、

第
一
弾
と
し
て
セ
ン
キ
ュ
ウ
と
ソ

ヨ
ウ
の
試
験
栽
培
を
開
始
し
た
。

共
同
研
究
で
は
北
海
道
エ
リ
ア
で

の
栽
培
品
目
の
拡
大
を
目
指
し
、

セ
ン
キ
ュ
ウ
、
ソ
ヨ
ウ
以
外
の
漢

方
生
薬
の
栽
培
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
る
。

　
一
方
、
漢
方
製
剤
の
も
と
と
な

る
原
料
生
薬
の
安
全
性
を
担
保
す

る
た
め
、
中
国
の
５
カ
所
の
合
弁

会
社
に
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
「
漢

方
Ｃ
Ｐ
Ｆ
Ｒ
」
を
導
入
し
、
全
ロ

ッ
ト
の
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー
管

理
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
甘
草

に
つ
い
て
は
、
野
生
種
を
露
地
栽

培
す
る
共
同
研
究
を

年
前
か
ら

開
始
。
規
格
に
あ
っ
た
甘
草
の
安

定
生
産
に
成
功
し
、
中
国
で
生
産

を
拡
大
し
て
い
る
。
漢
方
生
薬
は

野
生
種
が
多
く
、
栽
培
で
き
る
も

の
は
限
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

す
べ
て
の
生
薬
の
栽
培
が
可
能
に

な
れ
ば
計
画
的
な
増
産
が
可
能
に

な
り
、
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー
の

観
点
か
ら
も
有
効
。
そ
の
た
め
に

も
栽
培
技
術
の
確
立
や
高
度
化
が

急
務
と
い
え
そ
う
だ
。

夕
張
ツ
ム
ラ
は
、
て
み
る
フ
ァ

ー
ム
と
共
同
研
究
契
約
を
締
結

　
甘
草
の
人
工
栽
培
は
野
生
品
の

　
枯
渇
を
救
う

鹿
島

（ ） 【広告特集】 ２０１１年 平成２３年 ２月２８日 月曜日 　　


